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「パソコン初心者 
夜間クラス」受講生募集！
　初心者向けに、パソコンの基礎・
タイピングから学びます。60時間で
文書作成ソフト・表計算ソフトの検
定受検ができるまでの内容です。検
定までは考えていない方も、気軽に
受講いただけます。
● 受講期間＝９月24日（木）～令和
３年１月21日（木）【※年末年始・
祝日休み】
　�毎週月曜日・木曜日�
午後７時半～９時半（全30回）
●�費用＝４万5,000円（テキスト代・
税込み）
●�申込期限＝９月18日（金）
●�場所＝日南高等職業訓練校
　��日南高等職業訓練校�
☎22 ‐ 2633

募　集

問

消防団員募集について
　串間市消防団員を随時募集してい
ます。
　消防団は「自らの地域は自ら守る」
という郷土愛護の精神に基づき、火
災をはじめとするあらゆる災害に出
動し、地域防災の要として、市民の
安心・安全を守る役割を担っていま
す。
　また、串間市消防団ではラッパ隊
の隊員も募集しています。
　地域や社会のために活動・貢献し
たいという方やラッパ隊に興味のあ
る方などの入団をお待ちしています。
●�入団条件
　①�当該消防団の区域内に居住し、
または勤務する者

　②満18歳以上の者
　③�志操堅固で、かつ、身体強健な
者

　��串間市消防本部☎72 ‐ 4151

募　集

問

障がいのある方の 
職業訓練生を 

募集しています
　国立県営福岡障害者職業能力開発
校（北九州市若松区）では、令和３
年度の訓練生を募集しています。
● 募集人員

科　　名 定員
機械ＣＡＤ科 20人
プログラム設計科 20人
商業デザイン科 20人
ＯＡ事務科 20人
流通ビジネス科 25人
音声パソコンコース
（視覚障がいのある方対象） ５人
総合実務科
（知的障がいのある方対象） 20人

●�訓練期間＝１年間※プログラム設
計科のみ２年間。
●�応募資格＝身体障がい、精神障が
い、知的障がい、発達障がい、高
次脳機能障がい、難病などのある
方（手帳の有無問わず）
●�募集期間＝８月17日（月）～ 10月
７日（水）
●�入校日＝令和３年４月９日（金）
※�定員・応募方法など詳しいことは、
福岡障害者職業能力開発校または、
お近くのハローワークにお問い合
わせください。
※�「福岡県の職業訓練」ホームページ�
ＵＲＬ：http://www.fukuoka-kun�
ren.net/
　��福岡障害者職業能力開発校�
☎093 ‐ 741 ‐ 5431�
FAX�093‐741‐1340
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　　　「串間市民秋まつり」開催中止のお知らせ
　11月３日（火・祝）に開催を予定しておりました「第54回串間市民秋まつり」は、新型コロナウイルス感染症
拡大の収束が見通せないことや想定される３密（密閉、密集、密接）を防ぐ有効な手段がないことを考慮し、
誠に苦渋の決断ではございますが、本年度の開催を中止することといたしました。
　開催を心待ちにしていた皆さまには大変申し訳ございませんが、何卒ご理解くださいますようお願いいた
します。
　��くしま活性化委員会☎72 ‐ 0053

告 知

問

　　　　　時間差で発生する巨大地震に備えましょう
　　～南海トラフ地震臨時情報～

防 災

　�危機管理課危機管理係　☎55 ‐ 1120問

詳細については下表参照

 住民がとるべき行動

 気象庁からの情報

 起こりうる自然現象

※１　想定震源域のプレート境界でM8.0以上の地震が発生
※２　想定震源域、またはその周辺でM7.0以上の地震が発生（ただし、プレート境界のM8.0以上の地震を除く）
※３　住民が揺れを感じることがない、プレート境界面のゆっくりとしたずれによる地殻変動を観測した場合

※ここで示した対象者は、少なくとも避難を
　検討すべき方として掲げたもので、それ以外の
　方の安全を保障しているものではありません

■日頃からの地震への
　備えを再確認し、
　後発地震に注意して
　生活する

■地震の発生に注意しながら通常の生活を送る
※ただし、大規模地震が起きる可能性がなくなったわけではないことに留意

30分30cm浸水域
未耐震家屋居住者

土砂災害警戒区域内居住者
不安のあるもの

南海トラフ臨時情報
（調査終了）

■日頃からの地震への 備えを再確認し、
　後発地震に注意して生活する
■事前避難対象者は自主的に避難する

■通常の生活
※ただし、大規模地震が
　起きる可能性がなく
　なったわけではない
　ことに留意

警戒措置を解除し、さらに１週間地震へ
の注意措置をとる
■日頃からの地震への備えを再確認し、
　後発地震に注意して生活する

■地震の発生に注意しな
　がら通常の生活を送る
※ただし、大規模地震が起
　きる可能性がなくなった
　わけではないことに留意

発生から５分～30分後

必要なし

事前避難対象者（※）

・南海トラフ地震発生の可能性が通常と比べて相対的に高まったと評価された場合に、
　気象庁から「南海トラフ地震臨時情報」が発表されます。
・政府や地方公共団体などの呼びかけに応じた防災対策をとりましょう。

地震発生後の防災対応の流れ
①南海トラフの想定震源域またはその周辺でM6.8以上の地震発生
②南海トラフの想定震源域のプレートの境界面で通常とは異なるゆっくりすべりが発生した可能性

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

■30分30cm浸水域に該当する方で
　避難に時間を要する方や不安な方は
　避難を開始する
■それ以外の事前避難対象者は自主的に避難する

プレートの境界の
M8.0以上の地震（※１）

M７．０以上の
地震（※２）

ゆっくりすべり
（※３） それ以外

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震警戒）

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）

市 木 地 区（上石波、下石波、大藤、木ヤ藤）
都 井 地 区（名谷、大納、宮ノ浦、毛久保、
　　　　　　 立宇津、黒井）
本 城 地 区（崎田、港）
福 島 地 区（今町、金谷）

30分30㎝浸水域
（30㎝以上の浸水が30分以内に生じる地域）
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防災対応をとる必要あり
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